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神戸営業所にずらりと並んだバス車両

　

　

神
戸
分
会
は
、神
戸
営
業
所

で
勤
務
す
る
組
合
員
、約
50
名

で
構
成
さ
れ
て
い
る
分
会
で
す
。

　

神
戸
営
業
所
は
、車
両
台
数

26
台
で
運
行
し
、運
行
路
線
は

昼
行
便
と
し
て
、淡
路
島・四
国

方
面
、名
古
屋
、有
馬
線
。夜
行

便
は
ド
リ
ー
ム
号
、グ
ラ
ン
ド

リ
ー
ム
号
、京
阪
神
ド
リ
ー
ム
静

岡
便
と
多
種
多
様
な
路
線
を
有

し
て
お
り
ま
す
。三
ノ
宮
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
新
神
戸
駅
を
主

に
起
終
点
と
し
て
、日
々
安
全
運

行
に
徹
し
て
い
ま
す
。

　

営
業
所
は
、ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
内
に
位
置
し
て
お
り
、神
戸

空
港
と
は
目
と
鼻
の
先
で
あ
り
、

今
後
の
営
業
面
に
お
い
て
は
、好

立
地
で
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
、神

戸
空
港
の
国
際
化
が
決
ま
り
、

2
0
3
0
年
ご
ろ
ま
で
に
は
、順

次
国
際
化
さ
れ
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ポ
ス
ト
コロ
ナ
以
降
、淡

路
島
系
統
の
乗
車
率
が
軒
並
み

好
調
で
あ
り
ま

す
。多
く
の
路
線
で

は
、コ
ロ
ナ
前
の
乗

車
率
を
上
回
って
お

り
ま
す
。パ
ソ
ナ
が

２
０
２
０
年
に
本
社

機
能
の
一
部
を
淡

路
島
に
移
転
し
、淡

路
島
の
リ
ゾ
ー
ト

化
を
進
め
て
き
た

こ
と
が
要
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

神
戸
分
会
は
、内
勤
者
、整
備

士
、運
転
士
な
ど
の
職
位
や
職

制
に
捉
わ
れ
ず
、「
少
数
意
見
を

決
し
て
排
除
し
な
い
！
」を
モ
ッ

ト
ー
と
し
、今
後
も
職
場
規
律

の
維
持
、改
善
に
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　〈
西
バ
ス
地
本
発
〉

　

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、４
月
22
日

（
火
）、東
京
都
内
に
お
い
て
、Ｊ

Ｒ
連
合「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」第
20
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、フ
ォ
ー
ラ
ム

所
属
議
員
と
と
も
に
参
画
し
た
。

　

総
会
に
は
、国
会
議
員
を
は

じ
め
約
１
０
０
名
が
出
席
し
、

榛
葉
賀
津
也
会
長（
参
議
院
議

員
）は
、「
福
知
山
線
列
車
事
故

か
ら
20
年
。改
め
て
安
全・安
心

な
Ｊ
Ｒ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」と

挨
拶
し
、Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
出
身
）は
、「
Ｊ

Ｒ
は
こ
の
１
年
、各
地
で
信
用

を
損
な
う
事
象
を
発
生
さ
せ

た
。改
め
て
安
全
確
立
に
取
り

組
む
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、新
規
加
入
16
名

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦
５
名
）を

確
認
し
た
後
、政
策
課
題
で
は
、

「
Ｊ
Ｒ
二
島
貨
物
の
経
営
自

立
」「
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
確
立
」「
高
速
鉄
道・新

幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」に

つ
い
て
、ま
た
組
織
課
題
で
は
、

今
後
の
国
会
審
議
も
予
定
さ

れ
て
い
る「
労
働
基
準
関
係
法

制
の
見
直
し
」に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
、満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続

き
、私
た
ち
に
関
わ
る
政
治・政

策
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、積

極
的
に
関
係
議
員
と
連
携
し

て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合「
21
世
紀
の
鉄
道

を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に

所
属
す
る
浜
野
よ
し
ふ
み
議
員

（
参
議
院
議
員
）は
、３
月
10
日

（
月
）の
予
算
委
員
会
及
び
、４

月
17
日（
木
）の
環
境
委
員
会
に

お
い
て
発
言
し
、Ｊ
Ｒ
産
業
に
関

わ
る
政
策
課
題
に
つい
て
我
々
の

思
い
を
代
弁
し
た
。

鉄
道
運
賃
に
係
る
総
括
原
価

方
式
の
考
え
に
つ
い
て
石
破
総

理
に
問
う
！

　

予
算
委
員
会
で
、浜
野
議
員

は
、賃
上
げ
と
消
費
拡
大
の
好

循
環
に
係
る
質
疑
の
中
で
、「
広

く
賃
上
げ
を
呼
び
か
け
る
以

上
、認
可
料
金
で
あ
る
鉄
道
料

金
や
電
気
料
金
、薬
価
な
ど
の

認
可・公
定
に
つ
い
て
も
賃
上
げ

を
考
慮
す
べ
き
」と
指
摘
。

　

石
破
総
理
か
ら
は
、「
電
力
・

鉄
道・薬
価
な
ど
の
価
格
審
査

時
、賃
上
げ
の
考
慮
は
当
然
重

要
。人
件
費
な
ど
の
増
加
が
、料

金
に
反
映
さ
れ
た
賃
上
げ
が
進

む
環
境
整
備
に
努
め
る
」旨
の

答
弁
を
引
き
出
し
た
。

鉄
道
に
お
け
る
獣
害
被
害
に
つ

い
て
環
境
委
員
会
で
訴
え
る
！

　

環
境
委
員
会
で
、浜
野
議
員

は
、獣
類
と
列
車
の
衝
突
事
象

に
つ
い
て
、Ｊ
Ｒ
の
路
線
名
に
も

言
及
し
た
う
え
で
、衝

突
削
減
に
向
け
て
は
、

「
鹿
生
息
数
の
適
正
水

準
の
維
持
は
国
や
自
治

体
の
責
務
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、衝
突
削
減

は
事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、

国
と
自
治
体
が
積
極
的

に
関
与
し
て
い
く
べ
き
問

題
」と
指
摘
し
、交
通
に

関
す
る
獣
害
の
影
響
を

盛
り
込
む
こ
と
と
、鉄
道

部
門
に
対
し
て
財
政
支
援
の
必

要
性
に
つい
て
訴
え
た
。

　

政
府
か
ら
は
、「
被
害
の
最
新

情
報
を
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

盛
り
込
み
、都
道
府
県
が
策
定

す
る
管
理
計
画
に
お
い
て
、被
害

の
発
生
状
況
に
応
じ
た
目
標
や

指
標
と
し
て
適
切
に
設
定
さ
れ

る
よ
う
周
知
す
る
」と
の
答
弁

を
引
き
出
し
、行
政
側
が
関
与

す
る
方
向
性
が
見
出
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き

関
係
議
員
と
連
携
を
深
め
、政

治
へ
の
理
解
を
深
め
る
運
動
を

展
開
し
、政
治
への
参
画
を
広
げ

る
運
動
を
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

浜
野
よ
し
ふ
み
参
議
院
議
員
が
国
会
で
発
言

 Ｊ
Ｒ
連
合「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」所
属
議
員
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少
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意
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決
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し
な
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モ
ッ
ト
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